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自然共生サイト「横浜国立大学ときわの森」で
生物文化多様性の視点から自然共生を“自分ごと化”する
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2Google Earth Polygons https://x.gd/0Idqf

サイト面積 4.４ha

横浜国立大学ときわの森
自然共生サイト概要

里山樹林

ふるさとの森

ふるさとの森

天然の照葉樹林 天然の照葉樹林

里山草地

里山草地

敷地面積全体の約44%を

緑地が占める

価値4
生態系サービスを提供する場
であって，在来種を中心とした
多様な動植物種からなる健全
な生態系が存する場

価値６
希少な動植物種が生息生育し
ている場又は生息生育してい
る可能性が高い場

写真番号：12 写真の撮影年月：
2023/11/16
写真の説明：学内で撮影したニッケイ

https://earth.google.com/web/@35.47269153,139.59191367,59.58222743a,1623.54679188d,30y,0h,0t,0r/data=MikKJwolCiExSG15VE91OHdySkJBa3NnbXVBS2xPaTF2QU8tY1Aydhttps:/earth.google.com/web/@35.47269153,139.59191367,59.58222743a,1623.54679188d,30y,0h,0t,0r/data=MikKJwolCiExSG15VE91OHdySkJBa3NnbXVBS2xPaTF2QU8tY1AydnUgAToDCgEwnUgAToDCgEw
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程ヶ谷カントリークラブ50周年史編纂委員会（1972）

明治時代：ゴルフ場

開国された横浜の外国人用ゴルフ場

1923年に１８Ｈのコース完成、第1回全日本ゴルフ選手権大会開催。

1945年に米軍に接収。

1953年にクラブハウス（現存）が完成。

1967年に新コース（横浜市旭区）に移転。

1966年頃。造成によって地形はなだらかに改変され
マツ，サクラ，モミジバフウなどが植林された



現代：緑ゆたかなキャンパス
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レクリエーションの場，防減災，気候緩和，希少種のレフュージアとして機能

ふるさとの木によるふるさとの森づくり

（混植・密植方式，宮脇昭名誉教授）

応用研究：潜在自然植生に相当する多くの樹種を
高密度で混植する森づくり第1号の森
「速い・強い・メンテナンスフリー」

クスノキ タブノキ

１９７０年代後半
都市における二次的自然の創出



「つながりを回復する視点」から

ときわの森の現状：

• 遷移が進み、種構成が変化している→生物多様性の低下

• 樹木の成長が進み、落枝倒木による事故の危険がある

都市の樹林として

「ただそこに存在する」のも大事だが，「よりよい森の創出」へ

「メンテナンスフリー」から「人間と共生できる森」へ
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朽木の倒木

樹高が高くなった照葉樹の森
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学生によるモニタリングと維持管理活動

生物学特講II「竹林管理と野草調理」
地域課題実習「ときわの森生物
調査団」による虫の調査

ヤギ部

草刈り体験



「つながりを回復する視点」から

経験の消失
自分ごと化の不足

幼少期の自然体験の量が，大人になってからの
環境配慮意識・行動に影響する（工藤・倉田，2026）

環境保全行動

自然とのつながり

自然の中で過ごした
時間

（自然の中での活動）

自分のアイデンティ
ティの一部としての

自然

自然とのつながりと環境保全行動との関連性を示す概念
図：自然の中で過ごした人は自然とのつながりを感じるよ
うになり，自然が自分のアイデンティティの一部となり，環
境保全行動をとるようになる。（Krasny,2020をもとに
桜井２０２４が和訳）



葉っぱかるたで遊ぼう

植物の“今”を後世に残そう

種子模型を飛ばそう啓蟄むしむし大作戦

ビオトープをつくる

キャンパスの竹で七夕

啓発普及

企業研修風景

オリエンテーリング

子どもから大人まで
さまざまな体験活動を通して
自然環境に目を向ける



ある土地の生物多様性と、その恩恵を受けてきた地域住民の土着の文化
のもつ行動様式によって、生物多様性が維持されてきた相互作用

生物多様性

・遺伝的多様性
・種の多様性
・生態系の多様性

文化多様性
・知識と慣習の多様性
・共生の在り方の多様性
・価値観と信仰の多様性
・言語の多様性
・芸術的表現の多様性

文化・慣習は生物多様性の特定の要素
に依拠して存在し，発現する

生物多様性の全体が，文化で結びつい
た集団により活用され，維持管理され
ている

生物文化多様性
Biocultural 

diversity
UNESCO-SCBD Program

稲作田んぼの生態系

地域によって
特色がある多様な文化がある

地域によって
異なる多様な生物がいる

生物文化多様性で，自然共生への意識を“自分ごと化”する
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